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●ポンペウ・ファブラ大学
●バルセロナ自治大学
●ナバラ大学

●ユニバーシティ・カレッジ・ダブリン

●カーディフ大学
●キングス・カレッジ・ロンドン
●ロンドン大学ロイヤルホロウェイ
●ロンドン大学東洋アフリカ学院
●エジンバラ大学
●マンチェスタ一大学
●シェフィールド大学
●バーミンガム大学
●サウサンプトン大学

●ベルゲン大学
●オスロ大学

●サンクト・ペテルブルク国立大学

●王立工科大学
●ルンド大学
●ヨーテボリ大学
●ウプサラ大学

●エラスムス大学ロッテルダム
●ライデン大学
●アムステルダム大学

●ウィーン経済・経営大学

●アテネ大学

●ボアジチ大学

●ヴェネツィア大学
●ナポリ東洋大学
●ボ
●イタリア文化会館／
　イタリア政府奨学金留学生※

ッコーニ大学

●ベルリン自由大学
●デュッセルドルフ大学
●ハレ大学
●アーヘン工科大学
●ザールラント大学
●ダルムシュタット工科大学
●ミュンヘン工科大学
●ドレスデン工科大学
●ボン大学
●ケルン大学
●ジーゲン大学
●WHU
●ドイツ学術交流会（DAAD）※

オットー・バイスハイム経営大学

●ENS（高等師範学校）
●エセック経済商科大学院大学
●HEC経営大学院
●INALCO（国立東洋言語文化大学）
●リヨン第３大学
●パリ政治学院
●トゥールーズ第1大学
●ニース大学
●パリ第１大学
●パリ・ディドロ大学（パリ第7）
●パリ第３大学

●シンガポール国立大学
●シンガポールマネジメント大学

●香港城市大学
●復旦大学
●南京大学
●南開大学
●北京大学
●中国人民大学
●香港中文大学
●香港大学
●清華大学
●マカオ大学
●西安交通大学
●浙江大学

●梨花女子大学
●高麗大学
●ソウル国立大学
●延世大学

●国立政治大学
●国立台湾大学

●チュラロンコン大学

●オーストラリア国立大学
●メルボルン大学
●ニューサウスウェールズ大学
●クィーンズランド大学
●シドニー大学

●オークランド大学
●オタゴ大学

●トルクァト・ディ・テラ大学

●アレゲニー大学
●ボストン大学
●ブラウン大学
●ブリンマ一大学
●カーネギーメロン大学
●ダートマス大学
●ジョージタウン大学
●イリノイ・ウェズリアン大学
●マンハッタンビル大学
●ライス大学
●ウィリアム・アンド・メアリー大学
●ノースカロライナ大学チャペルヒル校
●カリフォルニア大学EAP
●ハワイ大学マノア校
●イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校
●メリーランド大学カレッジパーク校
●ノートルダム大学
●ワシントン大学
●ウィスコンシン大学マディソン校
●ウェスタンミシガン大学

●コンコルディア大学
●マギル大学
●クィーンズ大学
●ブリティッシュ・コロンビア大学
●モントリオール大学
●トロント大学
●ヨーク大学

●ベルン大学
●ジュネーブ大学
●ザンクトガレン大学
●チューリヒ大学

●インドネシア大学

※原則として大学院生が対象

（2014年10月現在）

短期海外研修プログラム一覧

派遣交換留学制度協定校・機関

ノートルダム大学夏季講座
ウィリアム・アンド・メアリー大学夏季講座
ワシントン大学夏季講座
ケンブリッジ大学ダウニング・コレッジ夏季講座
オックスフォード大学クライストチャーチ・コレッジ夏季講座
オックスフォード大学リンカーン・コレッジ夏季講座
パリ政治学院春季講座
延世大学春季講座
シドニー大学春季講座

米国 ：インディアナ州サウスベンド、イリノイ州シカゴ
米国 ：ウィリアムズバーグ、ワシントンDC
米国 ：シアトル
英国 ：ケンブリッジ
英国 ：オックスフォード
英国 ：オックスフォード
フランス ：パリ
韓国 ：ソウル
オーストラリア ：シドニー

スペイン

アイルランド

英国 ノルウェー

ロシア

スウェーデン

オランダ

オーストリア

ギリシャ

トルコ

イタリア

ドイツ
フランス

シンガポール

中国

韓国

台湾

タイ

オーストラリア
ニュージーランド

アルゼンチン

米国

カナダ

スイス

インドネシア

総数
115校

※両グラフとも各年、
　5月1日現在の人数

派
遣
留
学
生
数
の
推
移（
名
）（
大
学
院
・
学
部
）

受
入
留
学
生
数
の
推
移（
名
）

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

934

1,053

1,187 1,072

1,203

1,256

1,303名

157

186

200

216

249

277

327名
塾
生
の
国
際
交
流
体
験

　
慶
應
義
塾
の
創
立
者
・
福
澤
諭
吉
は
、
３
度
に
わ
た
る
欧
米
視
察
を
敢
行
し
、
日
本
の

近
代
化
の
た
め
に
、
欧
米
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
新
し
い
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。
以
来
、
国
際
性
を
指
向
す
る
基
本
姿
勢
は
慶
應
義
塾
の
原
点
そ
の
も
の
で
あ
り
、

塾
生
に
も
積
極
的
に
国
際
交
流
を
経
験
し
、
視
野
を
広
げ
て
も
ら
う
べ
く
、
義
塾
は
交
換

留
学
協
定
校
の
拡
大
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
左
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
と
お
り
、
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
の
海
外
派
遣
留
学
生
数
は
着
実
に

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
海
外
か
ら
義
塾
に
留
学
す
る
受
入
留
学
生
数
も
増
え
て
お
り
、

留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
い
な
が
ら
に
し
て
国
際
交
流
を
体
験
で
き

る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
号
の
特
集
で
は
、
い
く
つ
か
あ
る
海
外
留
学
の
手
段
の
う
ち
、
慶
應
義
塾
大
学
派
遣

交
換
留
学
制
度
や
国
際
セ
ン
タ
ー
主
催
の
短
期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
交
換
留
学
を
経
験
し
た
塾
生
や
、
国
内
に
お
い
て
積
極
的
に
国
際
交
流
を
図
っ
た

塾
生
の
声
も
お
届
け
し
ま
す
。
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●ポンペウ・ファブラ大学
●バルセロナ自治大学
●ナバラ大学

●ユニバーシティ・カレッジ・ダブリン

●カーディフ大学
●キングス・カレッジ・ロンドン
●ロンドン大学ロイヤルホロウェイ
●ロンドン大学東洋アフリカ学院
●エジンバラ大学
●マンチェスタ一大学
●シェフィールド大学
●バーミンガム大学
●サウサンプトン大学

●ベルゲン大学
●オスロ大学

●サンクト・ペテルブルク国立大学

●王立工科大学
●ルンド大学
●ヨーテボリ大学
●ウプサラ大学

●エラスムス大学ロッテルダム
●ライデン大学
●アムステルダム大学

●ウィーン経済・経営大学

●アテネ大学

●ボアジチ大学

●ヴェネツィア大学
●ナポリ東洋大学
●ボ
●イタリア文化会館／
　イタリア政府奨学金留学生※

ッコーニ大学

●ベルリン自由大学
●デュッセルドルフ大学
●ハレ大学
●アーヘン工科大学
●ザールラント大学
●ダルムシュタット工科大学
●ミュンヘン工科大学
●ドレスデン工科大学
●ボン大学
●ケルン大学
●ジーゲン大学
●WHU
●ドイツ学術交流会（DAAD）※

オットー・バイスハイム経営大学

●ENS（高等師範学校）
●エセック経済商科大学院大学
●HEC経営大学院
●INALCO（国立東洋言語文化大学）
●リヨン第３大学
●パリ政治学院
●トゥールーズ第1大学
●ニース大学
●パリ第１大学
●パリ・ディドロ大学（パリ第7）
●パリ第３大学

●シンガポール国立大学
●シンガポールマネジメント大学

●香港城市大学
●復旦大学
●南京大学
●南開大学
●北京大学
●中国人民大学
●香港中文大学
●香港大学
●清華大学
●マカオ大学
●西安交通大学
●浙江大学

●梨花女子大学
●高麗大学
●ソウル国立大学
●延世大学

●国立政治大学
●国立台湾大学

●チュラロンコン大学

●オーストラリア国立大学
●メルボルン大学
●ニューサウスウェールズ大学
●クィーンズランド大学
●シドニー大学

●オークランド大学
●オタゴ大学

●トルクァト・ディ・テラ大学

●アレゲニー大学
●ボストン大学
●ブラウン大学
●ブリンマ一大学
●カーネギーメロン大学
●ダートマス大学
●ジョージタウン大学
●イリノイ・ウェズリアン大学
●マンハッタンビル大学
●ライス大学
●ウィリアム・アンド・メアリー大学
●ノースカロライナ大学チャペルヒル校
●カリフォルニア大学EAP
●ハワイ大学マノア校
●イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校
●メリーランド大学カレッジパーク校
●ノートルダム大学
●ワシントン大学
●ウィスコンシン大学マディソン校
●ウェスタンミシガン大学

●コンコルディア大学
●マギル大学
●クィーンズ大学
●ブリティッシュ・コロンビア大学
●モントリオール大学
●トロント大学
●ヨーク大学

●ベルン大学
●ジュネーブ大学
●ザンクトガレン大学
●チューリヒ大学

●インドネシア大学

※原則として大学院生が対象

（2014年10月現在）

短期海外研修プログラム一覧

派遣交換留学制度協定校・機関

ノートルダム大学夏季講座
ウィリアム・アンド・メアリー大学夏季講座
ワシントン大学夏季講座
ケンブリッジ大学ダウニング・コレッジ夏季講座
オックスフォード大学クライストチャーチ・コレッジ夏季講座
オックスフォード大学リンカーン・コレッジ夏季講座
パリ政治学院春季講座
延世大学春季講座
シドニー大学春季講座

米国 ：インディアナ州サウスベンド、イリノイ州シカゴ
米国 ：ウィリアムズバーグ、ワシントンDC
米国 ：シアトル
英国 ：ケンブリッジ
英国 ：オックスフォード
英国 ：オックスフォード
フランス ：パリ
韓国 ：ソウル
オーストラリア ：シドニー

スペイン

アイルランド

英国 ノルウェー

ロシア

スウェーデン

オランダ

オーストリア

ギリシャ

トルコ

イタリア

ドイツ
フランス

シンガポール

中国

韓国

台湾

タイ

オーストラリア
ニュージーランド

アルゼンチン

米国

カナダ

スイス

インドネシア

総数
115校

　

義
塾
に
は
、
外
国
の
個
々
の

大
学
と
の
間
で
交
わ
し
た
協
定

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
交
換

留
学
制
度
が
あ
り
、
下
記
の
世

界
地
図
に
あ
る
協
定
校
・
機
関

で
１
学
年
間
の
留
学
生
活
を
送

る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

応
募
申
請
の
手
続
き
と
選
考
を

経
て
派
遣
生
と
な
っ
た
塾
生

は
、
留
学
中
、
義
塾
に
学
費
を

納
入
し
ま
す
が
、
派
遣
先
大
学

で
の
学
費
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

い
き
な
り
長
期
留
学
に
行
く

決
断
を
す
る
の
は
難
し
い
、
語

学
力
に
不
安
が
あ
る
…
…
と
い

う
場
合
は
、
夏
休
み
や
春
休
み

を
利
用
し
、
短
期
海
外
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
る
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。
下
記
の
国

際
セ
ン
タ
ー
主
催
短
期
海
外
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
も
、
各

学
部
・
研
究
科
で
独
自
に
主
催

し
て
い
る
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
り
ま
す
。

派
遣
交
換
留
学
制
度
と

短
期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

留学に関する詳細や応募方法な
どについては、国際センターの
Web サイトを確認してください。
また、本号 36 ページにも情報を
掲載しています。

国際センター
URL  http://www.ic.keio.ac.jp/
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―
―
交
換
留
学
に
応
募
し
よ
う
と
思
っ
た
理

由
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

國
保　
野
球
ば
か
り
や
っ
て
い
た
高
校
時
代
、

学
校
に
講
演
に
来
た
方
か
ら
銃
を
持
つ
少
年

兵
の
話
を
聞
き
、
世
界
に
は
そ
ん
な
境
遇
の

人
も
い
る
の
か
と
思
っ
た
の
が
、
日
本
の
外

の
社
会
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

法
学
部
に
入
り
国
際
政
治
を
学
び
な
が
ら
、

海
外
の
学
生
と
交
流
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
も
活
動
し
、
外
国
へ
の
興
味
は
さ
ら
に
膨

ら
み
ま
し
た
。
義
塾
で
触
れ
た
国
際
政
治
学

は
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
流
。
そ
こ
で
、
以
前
か
ら

興
味
の
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
視
点
か
ら
国
際
政

治
を
勉
強
し
よ
う
と
、
交
換
留
学
制
度
を
利
用

し
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。

麓　

私
の
場
合
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
日
本
も

い
い
け
れ
ど
、
学
生
生
活
の
一
時
期
、
外
国

の
不
慣
れ
な
状
況
に
身
を
置
い
て
、
新
し
い

自
分
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
思
い
で
留
学
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
を
選
ん
だ
の
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
籍
、
人
種
が
交
わ
る
大
国
で
暮
ら

し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
。
ア
メ
リ
カ
で
は
大

学
院
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
が
多
い
な

か
、
学
部
教
育
が
充
実
し
て
い
た
ダ
ー
ト
マ

ス
大
学
を
留
学
先
と
し
て
選
び
ま
し
た
。

経済学部3年

飯
いい

吉
よし

佑
ゆ

有
う

君

法学部政治学科4年

麓
ふもと

  えり君

法学部政治学科4年

國
こく

保
ほ

賢
けん

治
じ

君

異
な
る
環
境
で

自
分
を
見
つ
め
直
す

それぞれイギリス、アメリカ、シンガポールの大学に派遣された3名に、留学の目的や勉強の内容、現地での暮らしにつ
いて、語り合ってもらいました。外国での勉強と生活は、楽しいことも、大変なこともいろいろあります。しかし、多くの
外国人とふれあいながら学ぶ経験は、知識を深め、視野を広げるだけでなく、新しい自分を発見する機会でもあります。

マンチェスター大学留学 ダートマス大学留学 シンガポール国立大学留学

派遣交換留学
経験者座談会

留学で
自分を
再発見する

UNITED KINGDOM UNITED STATES OF AMERICA SINGAPORE
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ラ
ム
を
立
ち
上
げ
た
り
し
て
、
そ
れ
な
り
に

自
分
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

ん
な
も
の
は
ま
っ
た
く
通
用
し
ま
せ
ん
。
あ

る
意
味
で
鼻
っ
柱
を
折
ら
れ
た
の
で
す
が
、

折
ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
環

境
の
変
化
こ
そ
が
留
学
の
面
白
さ
で
、
自
分

を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

麓　

孤
独
感
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
を
問
い

直
し
、
自
由
に
好
き
な
勉
強
が
で
き
る
環
境

を
享
受
で
き
る
の
が
、留
学
の
醍
醐
味
で
す
。

私
は
国
際
政
治
学
以
外
に
、
言
語
学
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
学
を
学
び
、
視
野
が
広

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
課
外
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ゴ
ス
ペ
ル
合
唱
団

に
入
り
地
元
の
人
た
ち
の
前
で
歌
っ
た
り
、

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
作
る
サ
ー
ク
ル
に
参

か
ら
と
思
い
、
学
問
に
注
力
し
ま
し

た
。
と
は
い
え
完
全
に
勉
強
の
み
だ

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寮
対

抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、
高
校
時
代

に
や
っ
て
い
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
出

場
し
て
優
勝
。み
ん
な
で
大
喜
び
し
、

友
情
も
深
ま
り
ま
し
た
。

國
保　

僕
が
い
た
寮
の
メ
ン
バ
ー

は
、
イ
ギ
リ
ス
人
3
人
と
中
国
人
4

人
。
国
籍
も
、
育
っ
た
環
境
も
文
化
も
異
な

る
学
生
た
ち
と
の
共
同
生
活
で
は
な
か
な
か

し
っ
く
り
い
か
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
も
留
学
な
ら
で
は
の
経
験
で
し

た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
は
、
学
生
数
約

４
万
人
、
そ
の
う
ち
約
1
万
２
0
0
0
人
は

世
界
1
５
４
カ
国
か
ら
の
留
学
生
と
い
う
国

際
的
な
大
学
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア

ラ
ブ
各
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
痛
感

し
た
の
は
、
自
分
の
存
在
を
示
す
の

は
国
籍
と
名
前
だ
け
と
い
う
こ
と
。

日
本
で
は
、
慶
應
で
国
際
政
治
を
専

攻
し
て
い
ま
す
と
言
え
ば
そ
れ
な
り

に
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え

ま
す
が
、
海
外
で
は
「
日
本
人
の
國

保
」
と
い
う
以
外
に
、
誰
も
認
識
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
学
生
団

体
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
国
際
フ
ォ
ー

飯
吉　

2
年
生
で
の
留
学
だ
っ
た
の
で
、
私

は
も
う
少
し
軽
い
ノ
リ
で
し
た
。
英
語
が
好

き
だ
っ
た
中
学
の
頃
に
留
学
へ
の
憧
れ
は
あ

り
ま
し
た
が
、
高
校
で
の
受
験
英
語
で
、
留

学
熱
は
一
度
冷
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
義
塾

に
入
学
し
、
日
吉
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
何
げ
な
く

「
留
学
の
て
び
き
」
を
め
く
る
う
ち
に
、
留

学
へ
の
思
い
が
よ
み
が
え
っ
た
の
で
す
。
私

の
地
元
に
は
中
小
企
業
が
多
く
、
そ
の
経
営

に
興
味
が
あ
り
、
そ
れ
な
ら
大
企
業
志
向
の

ア
メ
リ
カ
経
営
学
よ
り
ア
ジ
ア
の
方
が
面
白

い
か
な
、
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
に
留
学

し
ま
し
た
。
学
生
寮
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

4
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
1
人
と
同
居
。
個
室
の

他
に
リ
ビ
ン
グ
、
キ
ッ
チ
ン
、
お
風
呂
が
共

用
。
会
話
は
す
べ
て
英
語
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
周
辺
に
は
観
光
地
が
多
い
の
で
す
が
、

現
地
の
学
生
と
同
じ
ペ
ー
ス
で
勉
強
し
よ
う

と
決
め
、
観
光
は
い
ず
れ
社
会
人
に
な
っ
て

自
ら
行
動
を
起
こ
さ
な
い
と

言
葉
と
環
境
が
違
う
だ
け

塾生の国際交流体験
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国
際
セ
ン
タ
ー
開
設
50
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、「
慶
應
と
も
だ
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（K
eio Tom

odachi P
rogram

〈B
uddy

〉）

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
交

換
留
学
で
義
塾
に
留
学
中
の
外
国
人
留
学
生

と
、
国
際
セ
ン
タ
ー
主
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
経
験
が
あ
る
塾
生
各
数
名
ず
つ
が
グ
ル
ー

プ
（Buddy

）
を
つ
く
り
、
交
流
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
16
日
（
木
）
に
は
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
学
生

た
ち
は
、
義
塾
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
次
第
に
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
自
主
性
と
計
画
に

基
づ
い
て
交
流
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
留
学
生
は

塾
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
日
本
の
文
化
を
体
験

す
る
な
ど
、義
塾
で
の
留
学
生
活
を
充
実
さ
せ
、

塾
生
は
留
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

外
国
人
交
換
留
学
生
と
塾
生
が
交
流
す
る

「
慶
應
と
も
だ
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
ス
タ
ー
ト

加
し
て
、
メ
ー
プ
ル
の
樹
か
ら
樹
液
を
採
取

す
る
た
め
、
零
下
20
度
の
寒
さ
の
な
か
山
小

屋
に
泊
ま
り
込
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
地
元
の

中
高
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
授
業
を
行
い
、

生
徒
や
学
校
の
先
生
と
知
り
合
え
た
の
も
す

て
き
な
経
験
で
し
た
。
一
方
、
授
業
で
は
苦

し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
習
と
し
て
毎

週
20
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
論
文
を
約
10
本
読
み
込

ん
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
授
業
が
あ
り
、

つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
自
分
が

後
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
つ
い
悔
し
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

で
も
、
先
生
に
救
い
を
求
め
る
と
親
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
打
ち
明
け
、
大
変
さ
を
共
有
し
、

助
け
合
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
く
じ
け
て

は
い
け
な
い
と
頑
張
っ
て
も
、
一
人
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
に
、
勇
気
を
出
し
て
周
囲
に
働
き
か
け
れ

ば
道
が
開
け
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ

の
も
、
留
学
の
成
果
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

飯
吉　

経
営
学
を
学
ぶ
つ
も
り
だ
っ
た
の

に
、
あ
る
先
生
の
計
量
経
済
学
の
授
業
が
す

ご
く
面
白
く
て
、
経
済
学
の
数
学
的
ア
プ
ロ

ー
チ
の
魅
力
に
目
覚
め
ま
し
た
。
留
学
し
た

こ
と
で
、
経
済
学
部
生
の
本
分
に
立
ち
返
っ

た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
寮
と
キ
ャ
ン
パ

ス
が
近
い
た
め
勉
強
に
集
中
し
や
す
く
、
日

本
と
は
違
っ
た
環
境
で
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て

み
よ
う
か
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
結
果
と

し
て
い
い
成
績
を
も
ら
え
た
こ
と
で
、
や
れ

ば
で
き
る
ん
だ
と
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
帰

国
後
は
計
量
経
済
学
だ
け
で
な
く
、ミ
ク
ロ
、

マ
ク
ロ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
興
味
を

持
ち
始
め
、
新
し
い
自
分
の
将
来
像
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

國
保　
留
学
は
、
学
ぶ
環
境
も
人
間
関
係
も
今

ま
で
に
な
い
経
験
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
こ
と

に
気
づ
き
、
一
皮
む
け
た
自
分
に
出

会
え
る
い
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

麓　
た
だ
し
、
留
学
す
れ
ば
何
か
が
変

わ
る
と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
は
、
言

葉
と
環
境
、
つ
ま
り
自
分
の
後
ろ
に
あ

る
背
景
が
変
わ
る
だ
け
で
す
。
勉
強
で

も
課
外
活
動
で
も
、
自
分
で
や
り
た
い

こ
と
を
選
び
、
積
極
的
に
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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り
、
会
議
が
赤
字

に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
に
も
最
大
限
努
力
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
会
議
を
き
っ
か
け
に
、
現
在
の

日
本
、そ
し
て
慶
應
義
塾
を
世
界
に
発
信
し
、

そ
し
て
世
界
の
学
生
を
日
本
に
招
致
す
る
こ

と
に
よ
り
、
同
世
代
の
人
た
ち
が
少
し
で
も

世
界
に
触
れ
、
刺
激
を
受
け
て
自
分
の
世
界

を
広
げ
る
機
会
と
な
れ
ば
と
考
え
運
営
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
学
生

か
ら
、
普
段
日
本
に
い
る
だ
け
で
は
味
わ
う

こ
と
の
で
き
な
い
体
験
が
で
き
、
ま
た
、
世

界
レ
ベ
ル
に
お
い
て
の
自
分
の
立
ち
位
置
を

再
確
認
で
き
て
、
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
と
感

じ
た
と
い
う
声
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
機
会
の
実
現
の
た
め
、
多
大

な
る
サ
ポ
ー
ト
を
頂
い
た
慶
應
義
塾
の
関
係

者
の
皆
様
、
な
ら
び
に
メ
ン
タ
ー
三
田
会
の

皆
様
な
ど
、
開
催
ま
で
の
約
２
年
間
ご
協
力

を
頂
い
た
全
て
の
方
々
に
、
改
め
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
会
議
の
運
営
で
主
に
招
致
を
担

当
し
、
全
面
支
援
を
得
る
た
め
に
大
学
側
に

働
き
か
け
た
り
、ハ
ー
バ
ー
ド
側
の
学
生
と
、

多
い
時
は
1
週
間
に
２
〜
３
時
間
に
お
よ
ぶ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど
し
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
時
に
、
日
本
の

若
者
が
優
秀
な
世
界
の
学
生
に
囲
ま
れ
て
世

界
で
戦
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
危
機
感
を

感
じ
ま
し
た
が
、
い
か
に
こ
の
会
議
を
日
本

に
と
っ
て
、
東
京

に
と
っ
て
意
味
の

あ
る
も
の
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
気
持
ち
で

話
し
合
い
を
ま
と

め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
最
初
は
数

人
し
か
い
な
か
っ

た
運
営
メ
ン
バ
ー

を
最
終
的
に
約
30

名
ま
で
増
や
し
た

　

こ
の
度
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ジ
ア
国

際
関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（H

arvard Project 

for A
sian and International Relations

：

以
下
H
P
A
I
R
）」
を
、
２
０
１
４
年
８

月
22
日
か
ら
26
日
の
期
間
に
て
実
施
し
ま
し

た
。
H
P
A
I
R
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
関

連
団
体
が
主
催
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を

中
心
と
す
る
名
門
大
学
の
学
生
５
０
０
人
と

幅
広
い
分
野
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
て
同

地
域
の
諸
問
題
を
議
論
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
す
。
そ
し
て
今
年
度
の
東
京
会
議
で

は
、
慶
應
義
塾
大
学
ご
協
力
の
も
と
、
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
を
会
場
と
し
て
本
会
議
を

行
い
、
楽
天
の
三
木
谷
氏
な
ど
各
界
で
活
躍

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
も
ご
登
壇
い
た

だ
き
ま
し
た
。

国
際
交
流
体
験
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
海
外
に
行
く
だ
け
で
な
く
、
国
内
に
も
あ
り
ま
す
。
以
下
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
運
営
を
経

験
し
た
塾
生
や
、
授
業
を
通
じ
て
で
き
る
国
際
交
流
体
験
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
最
大
規
模
の
国
際
学
生
会
議
を
運
営

義
塾
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
塾
生
の
国
際
交
流
体
験

法学部法律学科4年

森
もり

　謙
けん

吾
ご

君

インターナショナルナイト（文化交流会）の様子

塾生の国際交流体験
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な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で
積
極
的
に
活
動

し
ま
す
。
3
月
に
実
施
さ
れ
る
海
外
研
修

も
そ
の
一
環
で
す
。

　

商
学
部
生
の
み
な
ら
ず
、
全
学
部
の
３
〜

４
年
生
が
対
象
。
た
だ
し
参
加
希
望
者
か
ら

学
業
成
績
と
T
O
E
I
C
ス
コ
ア
で
選
考
し

ま
す
。
２
学
期
間
参
加
し
、
規
定
単
位
を
取

得
し
た
者
に
は
、
G
P
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了

の
認
証
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
飛
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
が
、
商

学
部
G
P
P
の
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

G
P
P
を
受
講
し
た
瀧た
き

澤ざ
わ

茉ま

莉り

嘉か

君
（
商

学
部
４
年
）
と
熊シ
ョ
ン

澤ゼ
ハ
オ昊
君
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
交
換
留
学
生
を
交
え
て
行
わ
れ
て
お
り
、

1
ク
ラ
ス
約
20
名
の
少
人
数
制
で
教
員
の
多

く
は
外
国
人
、
国
内
に
居
な
が
ら
海
外
の
留

学
先
で
の
授
業
に
近
い
環
境
で
す
。

　

G
P
P
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
3
つ
の
柱
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
…
商
学
研
究
科
と

の
併
設
科
目
を
中
心
に
、
経
営
、

会
計
、
商
業
な
ど
大
学
院
入
門
レ

ベ
ル
の
専
門
性
の
高
い
授
業
。

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
ク
ラ
ス
の
中

で
留
学
生
を
含
む
４
名
ほ
ど
で
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
実
践
的
な
研
究

テ
ー
マ
を
決
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
行
。
留
学
生
が
い
る
た
め
、

授
業
中
も
、
時
間
外
の
自
主
的
な

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
必
然
的
に
す
べ

て
英
語
と
な
り
ま
す
。
毎
週
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
与
え

ら
れ
、
期
末
に
は
成
果
発
表
の
プ

レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
す
。

③
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
…
世
界
最
先
端

の
企
業
経
営
者
ら
を
招
い
て
の
英

語
で
の
講
義
や
討
論
、
企
業
訪
問

　

商
学
部
のGlobal Passport Program

（
以
下
G
P
P
）
の
授
業
は
、
す
べ
て
英
語

で
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
授
業
は
海
外
か
ら

留
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

英
語
で
伝
え
る
力
が
身
に
つ
く

海
外
留
学
で
の
学
び
に
近
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
授
業
環
境

商
学
部Global Passport Program

（
Ｇ
Ｐ
Ｐ
）

英
語
で
の
専
門
科
目
を
通
じ
、理
論
と
現
実
社
会
を
学
ぶ
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マ
を
決
め
て
、
デ
ー
タ
や
資
料
を
集
め
て
持

ち
寄
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
毎
週
授

業
で
プ
レ
ゼ
ン
。
自
由
に
意
見
を
出
し
合
う

雰
囲
気
の
な
か
、
み
ん
な
か
ら
質
問
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
活
発
に
出
さ
れ
、
充
実
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。

瀧
澤　

少
人
数
ク
ラ
ス
な
の
で
、
授
業
外
で

の
交
流
も
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。
海
外

生
活
も
留
学
も
ま
だ
経
験
が
な
い
の
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
留
学
生
と
交
流
し
、

国
立
大
学
か
ら
の
元
交
換
留
学
生
）
に
、

G
P
P
の
魅
力
と
メ
リ
ッ
ト
を
聞
き
ま
し
た

（
熊
君
は
ス
カ
イ
プ
で
参
加
）。

―
―
G
P
P
に
参
加
し
た
理
由
は
？

瀧
澤　

英
語
を
使
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
だ

り
、異
文
化
交
流
を
経
験
し
た
か
っ
た
た
め
、

昨
年
か
ら
国
際
セ
ン
タ
ー
の
授
業
を
履
修
し

て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
受
講
し
ま
し
た
。

熊　

貴
重
な
日
本
で
の
留
学
期
間
を
充
実
さ

せ
る
た
め
で
す
。
世
界
レ
ベ
ル
の
授
業
で
経

済
、
金
融
、
人
事
制
度
が
学
べ
、
日
本
の
学
生

と
深
く
交
流
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
し
た
。

―
―
授
業
で
良
か
っ
た
の
は
？

瀧
澤　

ド
イ
ツ
人
留
学
生
を
含
む
４
人
グ
ル

ー
プ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。「
日
本
企
業

の
人
事
制
度
を
よ
く
す
る
に
は
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
決
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
作
り
、
学
生
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
そ
し
て
結
論
を
プ
レ
ゼ

ン
す
る
ま
で
、
教
室
内
外
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
す
べ
て
英
語
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
英
語
で
論
理
的
に
意
見
を
伝
え
る

能
力
を
身
に
つ

け
ま
し
た
。

熊　

僕
も
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
多

く
の
こ
と
を
得

ま
し
た
。
テ
ー

　

学
業
成
績
と
T
O
E
I
C
ス
コ
ア
を
用
い
て
行
わ

れ
る
選
考
に
応
募
し
、
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
詳
細
は
、以
下
の
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
R
L http://w

w
w
.gakuji.keio.ac.jp/m

ita/
sho/gpp.htm

l

　

G
P
P
と
同
様
、
留
学
生
と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
、
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る
授
業
と
し
て
、
国

際
セ
ン
タ
ー
講
座
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
学
部
２
年

生
以
上
が
対
象
で
す
）。

　

こ
ち
ら
は
、
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
科
目
だ
け

で
な
く
、
文
学
・
言
語
、
芸
術
、
文
化
・
異
文
化
理

解
、
歴
史
、
政
治
・
外
交
・
交
流
な
ど
、
多
く
の
分

野
に
わ
た
っ
た
日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ

ア
に
関
す
る
科
目
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
基

本
的
に
選
考
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
以
下
の
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
R
L http://w

w
w
.ic.keio.ac.jp/aboutic/

aboutcourse/

Ｇ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
に
は
？

留
学
生
と
共
に
学
ぶ

国
際
セ
ン
タ
ー
講
座

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
感
じ
方
を
肌
で
実
感

で
き
た
の
も
収
穫
で
し
た
。

熊　

そ
う
、
授
業
外
の
交
流
も
大
切
。
最
初

は
英
語
で
の
会
話
に
気
後
れ
し
た
様
子
だ
っ

た
日
本
人
学
生
も
、
飲
み
会
な
ど
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
、
授
業
で
も
よ
く
発
言
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
僕
も
日
本
人
の
友
人
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

塾生の国際交流体験


